
























































スタートした。前年には日中戦争がはじまり、日本全体に臨戦体制が敷かれた。1938 年 4 月、国家総動員法が
制定されると人的にも物的にも資源の統制が計られ、さらに同年 10 月に内務省警保局図書課より「児童読物改





時代背景の下で、1938 年 5 月、五山は幼稚園紙芝
居第 11 輯『ピーター兎』の出版を決行した10。本
作品は出版の翌年、1939 年 9 月には早くも再版が




























本作品の構成は、①幕 ②お母さんのおでかけ ③ピーター ④畑のごちそう ⑤デブ爺さん ⑥高いかき
ね ⑦小鳥のうた ⑧物置 ⑨くしゃみ ⑩お爺さん失敗 ⑪大きな猫 ⑫猫がとびかかる ⑬猫も失敗 ⑭
































自作したことが日本幼稚園協会の『幼児の教育』44 巻 3 号（1944）に発表されている15。さらにこの「白ちゃ
ん兎」は、番町幼稚園の徳久智江子によって作られたことが明記されている。一方、戦後の 1949 年 7 月発行の
東京都保育会文化部編集『劇遊び脚本』所収の「ピーター兎」には、脚色として番町幼稚園の記述があるが、
脚色者名の記載はない。 
そして、1950 年 3 月には改訂増補版『劇遊び脚本』が出版された。初版の『劇遊び脚本』所収の「ピーター











るといふ筋で、時間は約 12 分位」と記されている。 
母さん兎は「お母さんはね、これからお使ひに行きますから皆おとなしくお留守番してゐるんですよ」「あの





















































































年 5 月 17 日の談話の項目に紙芝居「ピーター兎」と記されている。ここには「着物が垣根にひっかかるところ
大喜び」と、子どもたちがこの紙芝居をみた際の反応が記録されている17。この記述からも幼稚園紙芝居『ピ
ーター兎』の人気の高さがうかがえる。 
これまでみてきたように、「白ちゃん兎」は戦前の 1944 年 3 月に『幼児の教育』誌上に発表された。なぜこ













































































の 1938 年に出版されて、戦中期の 1944 年には「白ちゃん兎」と名前を変えて劇化された。戦後は『劇遊び脚
本』（1949）に「ピーター兎」として掲載され、改訂増補版（1950）で一番に輝いた。日本の困難な時代に、英
国生まれの「ピーターラビット」は大いに活躍したのである。加えて、徳久孝著「ごっこ遊びと劇遊び」『幼児













                                
1 ポターは家庭教師であった女性の子どもが病気であることを知り、元気づけようと、ペットのウサギをモデルにした物語
を描き、小さな絵を添えて葉書で送った。その後、この物語を本にし、カラー版絵本『ピーターラビットのおはなし』が
出版された（桂宥子編著『はじめて学ぶ英米絵本史』ミネルヴァ書房、2011 年、62-63 頁）。 
2 フレデリック・ウォーン社の著作権登録の失念により、1904 年のヘンリー・アールテマス社版が海賊版の皮切りになり、
さまざまな「ピーターラビットもの」が出回った（『大東文化大学 英米文学論叢』40 号、2009 年、32 頁）。西山敏夫編
『幼児にきかせるお話のたね』所収「ピーター兎」（1955）にはアメリカの話と記述あり。日本で最初に版権を取得して
出版されたのは石井桃子訳『ピーターラビットのおはなし』（福音館書店、1971 年 11 月）である。 





                                                                                                    
4 『尋常小学一年』（文武堂、1925 年）掲載の「ピーターウサギ」は今まで知られていなかったが、拙編著『教育紙芝居集





ため発行日不明（拙編著『教育紙芝居集成 高橋五山と「幼稚園紙芝居」』国書刊行会、2016、137-141 頁参照）。 
6 幼稚園紙芝居『ピーター兎』（1938）は昭和 14 年（1939）9 月 30 日の再版が確認される。 




高橋五山と「幼稚園紙芝居」』国書刊行会、2016）290-300 頁および注 30 を参照した。 
9 高橋五山「ででむし」『せいくらべ』2 号、紙芝居作家協会、1960 年、2-3 頁 
10 拙編著「ピーター兎」『教育紙芝居集成 高橋五山と「幼稚園紙芝居」』国書刊行会、2016 年、130-141 頁参照のこと。 
11 内山憲尚『幼稚園託児所談話法』東洋図書、1940 年、139 頁 
12 兵庫県の敬愛幼稚園（西光寺小谷超旭氏、1922 年 9 月創立、1975 年 3 月閉園）の 1938 年度「保育日誌」談話の項目（7
月 21 日、9 月 19 日、12 月 6 日）に紙芝居「ピーター兎」の記述あり。さらに同幼稚園 1938 年度「保育日誌」談話の項
目には、五山の幼稚園紙芝居「三匹の子豚」（5 月 3 日・10 月 4 日）、「とんまなとん熊」（5 月 17 日・9 月 12 日）、「金の
魚」（5 月 24 日）、「鴨とり権兵衛」（6 月 4 日）、「おむすびころりん」（9 月 5 日・9 月 7 日・12 月 13 日）、「花咲爺」（11
月 17 日）、「烏勘兵衛」（1939 年 1 月 9 日）、「赤頭巾ちゃん」（1939 年 1 月 17 日）などの記述もみられる。 
13 日本保育学会『日本幼児保育史』第 4 巻（フレーベル館、1971 年、101 頁）。「弘前幼稚園の昭和 18 年の週録（年長組）」
に紙芝居「ピーター兎」の記述あり。井草幼稚園（東京）、清心幼稚園（群馬）、竹中幼稚園（岡山）等に高橋五山の『ピ
ーター兎』を含む幼稚園紙芝居シリーズが多数所蔵されている。 
14 拙編著「赤頭巾ちゃん」『教育紙芝居集成 高橋五山と「幼稚園紙芝居」』国書刊行会、2016 年、17-23 頁参照のこと。 
15 日本幼稚園協会『幼児の教育』44 巻 3 号、フレーベル館、1944 年 3 月、15-19 頁 
16 改訂増補版の巻頭を飾る作品として「ピーター兎」が採用されていることは川戸道昭氏がはじめて指摘した（前掲注 8）。 
17 保育問題研究会『保育問題研究』3 巻 7 号（1939 年 7 月）14-15 頁。戸越保育所では高橋五山の幼稚園紙芝居『三匹の子
豚』と『七匹の小山羊』が劇遊びに展開した（拙稿「城戸幡太郎の保育問題研究会における高橋五山の紙芝居の役割」『法
政大学大学院紀要』84 号、2020 年 3 月、29-35 頁を参照のこと）。 
18 矢治夕起「昭和戦中期の戦時託児所について幼稚園から戦時託児所への転換事例 1」『淑徳短期大学研究紀要』53 号、2014
年、85–96 頁。番町幼稚園は 1944 年 5 月 31 日、大東亜戦争のため休園（千代田区立番町幼稚園沿革の概要参照）。 
19 高橋五山「ででむし」『せいくらべ』2 号、紙芝居作家協会、1960 年、7 頁 
20 川戸道昭（前掲注 8）298-300 頁を参照、注 30 を引用。 
21 東京都保育会文化部編集『劇遊び脚本』については 1949 年の初版と 1950 年の改訂増補版に記された 5 つの基準は同じ文
章である。 
22 番町幼稚園では徳久智江子によるお話遊び「お菓子の家」と「三匹の子豚」も『幼児の教育』40 巻 2 号（1940 年 2 月）
に発表。両作品は「ピーター兎」と共に『劇遊び脚本』（フレーベル館、1949、改訂増補版 1950）に所収。徳久孝「ごっ
こ遊びと劇遊び」『幼児保育講座』第 1 巻（国民図書刊行会、1950）に「ピーター兎」「三匹の子豚」の劇指導と脚本所収。 
23『保育問題研究』1 巻 1 号（1937 年 10 月）24 頁「会員名簿」に山村きよの名がある。山村きよ（麹町区富士見幼稚園）
は、「夏期保育を終りて」（『保育問題研究』2 巻 9 号：1938 年 9 月）、「東京市保育会の近況報告」（同 4 巻 1 号：1940 年 1
月）、「小学校と幼稚園との連絡問題」（同 4 巻 10 号：1940 年 11 月）、「躾について」（『保育問題研究会月報』1941 年 7 月）
を寄稿。『保育問題研究会月報』（1942 年 10 月）には 6 年間の保育問題研究会の活動を幹事として働き続けた 7 名の一人
に山村の名前が掲げられている。 
24 山村きよ「劇あそびについて」『幼児の教育』38 巻 6 号（1938 年 6 月）55-59 頁 
25 石黒修「言語指導の立場から見た劇あそびの意義について」『幼児の教育』53 巻 11 号、1954 年 11 月、27-29 頁 











（フレーベル館、改定増補第 2 版、1950 年 3 月） 
「ピーター兎」が一番目に掲載 
 
表１ 三作品の比較 
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